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川
崎
市
を
中
心
に
地
域
産

業
や
中
小
企
業
を
研
究
す
る

経
済
学
部
遠
山
ゼ
ミ
（
指
導

∥
遠
山
浩
准
教
授
）
の
学
生

が
、
町
工
場
の
視
点
か
ら
新

規
事
業
づ
く
り
に
取
り
組
ん

だ
。
富
士
通
の
開
放
特
許
を

生
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

を
競
う
「
知
的
財
産
活
用
ア

イ
デ
ア
」
川
崎
・
横
浜
地
区

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
１２

月
１
日
、
川
崎
市
）
に
、
４

つ
の
特
許
を
テ
ー
マ
に
し
た

４
チ
ー
ム
が
参
加
。
原
布
裕

子
さ
ん
（
３
年
次
）
の
プ
ラ

ン
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
東

京
で
の
全
国
大
会
（
１２
月
６

日
）
に
臨
ん
だ
。

原
さ
ん
の
発
表
は
「
車
載

型
ペ
ッ
ト
ロ
ボ
ッ
ト
」
。
音

声
や
セ
ン
サ
ー
の
情
報
で
作

動
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
か
ら

ペ
ッ
ト
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
造

し
、
車
内
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
や
カ
ー
ナ
ビ
な
ど
と

連
動
さ
せ
、
レ
ン
タ
カ
ー
会

社
に
売
り
込
む
ア
イ
デ
ア
を

提
案
し
た
。

急
加
速
や
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
過
ぎ
、
車
間
距
離
の
短
さ

な
ど
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
音
声
で

知
ら
せ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安

全
運
転
を
促
す
。
事
故
が
減

れ
ば
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
の
収

益
率
が
上
昇
す
る
ほ
か
、「
事

故
を
減
ら
す
努
力
を
し
て
い

る
」
と
い
う
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
社
会

貢
献
）
に
な
る
と
説
明
。
地

域
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
タ
イ
ア

ッ
プ
す
れ
ば
話
題
性
も
大
き

い
と
し
、
市
場
性
や
採
算
に

つ
い
て
の
検
討
も
加
え
た
。

全
国
大
会
に
は
首
都
圏
や

大
阪
な
ど
の
大
学
、
高
専
１０

校
が
出
場
。
原
さ
ん
は
残
念

な
が
ら
入
賞
を
逃
し
た
。「
緊

張
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
地
元

川
崎
の
技
術
で
作
る
と
い
う

大
事
な
部
分
を
言
い
忘
れ
て

し
ま
っ
た
。
で
も
、
ゼ
ミ
生

の
協
力
で
こ
こ
ま
で
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
て
満
足
で

す
」（
原
さ
ん
）

同
ゼ
ミ
は
川
崎
市
な
ど
と

協
力
し
、
２
０
１
２
年
度
に

も
ゼ
ミ
生
が
富
士
通
の
開
放

特
許
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
の
作
成
に
挑
戦
。「
芳

香
拡
散
技
術
」
を
用
い
て
松

本
製
作
所
（
中
原
区
）
が
商

品
化
し
た
芳
香
カ
ー
ド
「
ア

ロ
マ

レ
・
フ
レ
ー
ル
」
の

開
発
に
貢
献
し
た
。

文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
学
科
の
３
年
次
生
３２

人
が
夏
期
休
暇
中
に
行
っ
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成
果

発
表
会
が
１２
月
６
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
系
の
企
業
や

機
関
な
ど
で
の
就
業
体
験
が

披
露
さ
れ
た
。
学
生
た
ち
は

実
務
を
体
験
す
る
こ
と
で
仕

事
の
意
義
を
再
認
識
し
、
卒

業
後
に
向
け
て
準
備
を
進
め

る
。同

学
科
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
は
３
回
目
。
３２
人
の
受

け
入
れ
先
は
教
員
の
幅
広
い

交
友
関
係
を
生
か
し
、
全
国

紙
の
新
聞
社
、
放
送
局
、
大

手
印
刷
会
社
、
出
版
社
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
２３
社
・
団
体
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ヤ
フ

ー
も
初
め
て
加
わ
っ
た
。

当
日
は
山
田
健
太
、
野
口

武
悟
、
藤
森
研
、
植
村
八
潮

の
各
教
授
の
ほ
か
、
受
け
入

れ
先
の
担
当
者
も
多
数
参
加

し
、
学
生
た
ち
の
発
表
を
聴

い
た
。

９
月
に
１２
日
間
、
毎
日
新

聞
と
う
き
ょ
う
支
局
で
記
者

体
験
を
し
た
田
邉
拓
也
さ
ん

は
新
聞
記
者
志
望
。

「
初
日
か
ら
（
取
材
に
）

行
け
と
言
わ
れ
、
東
京
大
空

襲
の
慰
霊
祭
や
世
田
谷
区
長

の
記
者
会
見
な
ど
に
同
行
。

終
盤
、
蒲
田
で
ネ
コ
が
大
量

死
し
た
事
件
で
は
、
『
犯
人

を
探
せ
』
と
。
本
当
に
自
由

に
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
取
材
は
数
を
こ
な
す
こ

と
が
大
事
と
教
え
ら
れ
ま
し

た
」
と
振
り
返
る
。

「
女
性
写
真
家
の
笹
本
恒

子
さ
ん
の
個
展
を
取
材
し
、

原
稿
は
た
く
さ
ん
直
さ
れ
ま

し
た
が
、
写
真
と
と
も
に
ベ

タ
記
事
（
小
さ
い
見
出
し
の

短
文
）
が
署
名
入
り
で
紙
面

（
と
う
き
ょ
う
版
）
に
載
り

ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で

す
」情

報
公
開
制
度
の
利
用
を

広
め
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
情

報
公
開
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ

ス
（
三
木
由
希
子
理
事
長
）

で
約
１０
日
間
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
行
っ
た
花
岡
あ
ず

み
さ
ん
。
公
開
文
書
の
目
次

作
成
、
自
治
体
の
情
報
収
集

や
調
査
、
勉
強
会
参
加
な
ど

に
取
り
組
ん
だ
。

花
岡
さ
ん
は
「
あ
ま
り
身

近
で
は
な
か
っ
た
情
報
公
開

制
度
に
つ
い
て
基
礎
か
ら
学

び
、
自
分
で
情
報
を
取
っ
て

判
断
す
る
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

少
人
数
に
よ
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
専
門
知
識

の
習
得
や
学
習
成
果
の
発

表
な
ど
を
通
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
出
会
い
の
場
で
あ
る

各
学
部
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学

部
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の

成
果
を
お
届
け
す
る
。
ま

た
、
就
労
体
験
で
あ
る
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成
果

発
表
の
様
子
や
海
外
で
の

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
様

子
も
紹
介
し
よ
う
。

文
学
部
日
本
文
学
文
化
学

科
の
川
上
隆
志
ゼ
ミ
（
編
集

学
・
出
版
学
）
が
毎
年
発
行

し
て
い
る
雑
誌
『
Ｓ
Ｈ
Ｏ

Ｗ
』
の
第
９
号
が
刊
行
さ
れ

た
（
Ａ
４
判
・
１
１
２
ペ
ー

ジ
）
。
今
号
の
タ
イ
ト
ル
は

「『
働
く
こ
と
』
と
私
」。
大

学
生
に
と
っ
て
最
大
の
関
心

事
で
あ
る
「
就
職
」
を
テ
ー

マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

同
誌
は
ゼ
ミ
生
が
企
画
、

構
成
、
取
材
、
撮
影
、
紙
面

製
作
、
校
正
な
ど
刊
行
ま
で

の
一
連
の
作
業
を
こ
な
す
。

編
集
長
の
五
十
嵐
藍
美
さ
ん

（
文
３
）
は
「
読
ま
せ
る
ペ

ー
ジ
と
見
せ
る
ペ
ー
ジ
を
意

識
し
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
構

成
に
し
ま
し
た
」
と
今
号
の

特
色
を
話
す
。

大
特
集
は
「
農
業
×
職
」。

「
農
業
が『
魅
力
あ
る
一
つ
の

職
業
で
あ
る
』
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
考
え
て
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
だ
」（
久
保
彩
乃
さ

ん
・
文
３
）
と
い
う
文
章
に

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、「
伝
統
工
芸
を
売

り
込
む
」
や
、
日
本
の
中
小

企
業
の
現
状
を
伝
え
る
「
も

の
づ
く
り
」
な
ど
を
掲
載
。

五
十
嵐
さ
ん
は
「
情
報
を
得

や
す
い
職
業
で
は
な
く
、
大

学
生
の
目
に
留
ま
り
に
く
い

職
業
に
着
目
し
ま
し
た
。
仕

事
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
に
」
と
狙
い
を
語
っ
た
。

小
特
集
「
島
に
生
き
る
」

で
は
�
に
ゃ
ん
こ
島
�
と
し

て
知
ら
れ
る
宮
城
県
石
巻
市

の
田
代
島
を
取
材
。
猫
と
暮

ら
す
人
々
の
生
活
や
文
化
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
人
口

減
少
が
進
む
島
の
今
後
に
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

ま
た
、
巻
末
の
「
日
語
日

文
学
会
」
は
「Z

e
m
i
t
t
e
r

」

（
ゼ
ミ
ッ
タ
ー
）
や
「
突
撃

！

隣
の
研
究
室
」
な
ど
、

日
本
語
学
科
・
日
本
文
学
文

化
学
科
を
紹
介
す
る
内
容

で
、
「
１
年
次
生
に
ゼ
ミ
を

選
ぶ
際
の
参
考
に
し
て
ほ
し

い
」
と
五
十
嵐
さ
ん
。

希
望
者
は
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
１０
号
館
の
川
上
隆
志
研
究

室
へ
。

法
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合

会
∥
以
下
、
法
学
部
ゼ
ミ
連

∥
（
古
屋
波
委
員
長
・
法

３
）
の
論
集
表
彰
式
が
１２
月

１８
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

白
藤
博
行
法
学
部
長
ら
が
出

席
し
て
行
わ
れ
た
。
最
優
秀

賞
は
加
川
俊
さ
ん
（
法
３
・

大
澤
逸
平
ゼ
ミ
、
柴
田
隆
ゼ

ミ
）
の
「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

契
約
で
の
情
報
提
供
義
務
に

つ
い
て
」。

加
川
さ
ん
の
作
品
は
１
万

８
０
０
０
字
の
大
作
。
「
夏

期
休
暇
を
費
や
し
て
仕
上
げ

ま
し
た
」
と
話
す
。
応
募
作

品
は
論
集
（
第
６
号
）
と
し

て
発
行
さ
れ
る
が
、
加
川
さ

ん
は
編
集
作
業
も
担
っ
た
。

法
学
部
ゼ
ミ
連
は
、
法
学

部
の
専
門
、
教
養
の
６９
ゼ
ミ

の
代
表
者
で
組
織
さ
れ
、
各

ゼ
ミ
の
交
流
を
深
め
る
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
論
集
表
彰
も
そ
の

一
環
。
賞
は
、
法
学
部
ゼ
ミ

連
の
顧
問
で
あ
る
佐
々
木
和

夫
准
教
授
を
は
じ
め
、
教
員

と
学
生
に
よ
る
評
価
点
の
合

計
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

そ
の
ほ
か
の
表
彰
者
は
次

の
と
お
り
。

▽
優
秀
論
文
賞
∥
津
本
真
理

子
さ
ん
（
法
３
、
佐
々
木
和

夫
ゼ
ミ
）
「
刑
法
３９
条
と
責

任
能
力
判
定
」
▽
審
査
員
特

別
賞
∥
宮
本
采
也
加
さ
ん

（
法
３
・
平
田
和
一
ゼ
ミ
）

「
原
発
訴
訟
に
お
け
る
抗
告

訴
訟
の
在
り
方
」

人
間
科
学
部
心
理
学
科
の

３
年
次
生
が
米
大
リ
ー
グ

（
Ｍ
Ｌ
Ｂ
）
の
デ
ー
タ
を
統

計
学
的
に
分
析
し
、
解
析
ソ

フ
ト
の
研
究
コ
ン
ク
ー
ル

「
２
０
１
４
年
度S- P

L
U
S

&
V
i
s
u
a
l

R
P
l
a
t
f
o
r

m

学
生
研
究
奨
励
賞
」（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
デ
ー
タ
数
理
シ
ス
テ
ム
主

催
）
で
佳
作
に
入
選
し
た
。

受
賞
し
た
の
は
岡
田
ゼ
ミ

（
指
導
・
岡
田
謙
介
准
教

授
）
で
心
理
統
計
学
を
学
ぶ

北
條
大
樹
さ
ん
、
八
田
大
輝

さ
ん
、
小
川
泰
史
さ
ん
の
３

人
。
野
球
好
き
の
八
田
さ
ん

の
発
案
で
、
公
開
デ
ー
タ
が

豊
富
な
Ｍ
Ｌ
Ｂ
を
テ
ー
マ
に

選
定
。
「
打
率
と
か
本
塁
打

数
と
か
一
般
的
な
デ
ー
タ
を

分
析
し
、
そ
の
背
後
に
あ
る

潜
在
的
な
強
さ
の
要
因
を
解

明
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」

と
北
條
さ
ん
は
ね
ら
い
を
説

明
す
る
。

１
８
７
１
～
２
０
１
３
年

に
在
籍
し
た
延
べ
１４
万
４
７

２
人
の
選
手
の
デ
ー
タ
の
う

ち
、
投
打
の
各
１３
項
目
を
選

別
し
て
小
川
さ
ん
が
整
理
。

成
績
を
ポ
イ
ン
ト
制
に
し
て

北
條
さ
ん
が
分
析
し
、
野
球

に
詳
し
い
八
田
さ
ん
が
結
論

を
ま
と
め
た
。

「
打
力
と
言
っ
て
も
内
野

安
打
で
出
塁
す
る
力
、
本
塁

打
を
打
つ
力
と
さ
ま
ざ
ま
。

三
塁
打
の
数
が
多
け
れ
ば
足

が
速
い
と
い
う
よ
う
に
、
打

撃
を
構
成
す
る
因
子
を
あ
ぶ

り
出
し
、
数
値
化
し
ま
し

た
」（
八
田
さ
ん
）。

そ
の
結
果
、
打
力
を
裏
打

ち
す
る
因
子
と
し
て
「
足
の

速
さ
」
「
安
打
力
」
「
選
球

眼
」
の
３
項
目
が
浮
上
。
数

値
化
す
る
こ
と
で
個
々
の
選

手
は
も
と
よ
り
、
チ
ー
ム
の

個
性
や
強
み
、
弱
点
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

八
田
さ
ん
は
「
ト
レ
ー
ド

や
補
強
で
チ
ー
ム
の
３
項
目

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
、

上
位
に
な
れ
な
い
。
バ
ラ
ン

ス
が
大
事
だ
と
数
値
か
ら
読

み
取
れ
ま
し
た
」
と
力
を
込

め
る
。

デ
ー
タ
と
格
闘
す
る
こ
と

約
３
カ
月
。
細
か
い
作
業
を

こ
な
し
た
小
川
さ
ん
は
「
選

手
の
個
性
が
数
値
で
示
さ
れ

る
の
で
楽
し
か
っ
た
」
と
話

す
。
大
学
院
生
に
交
じ
っ
て

の
入
選
に
、
野
球
好
き
な
岡

田
准
教
授
か
ら
は
「
す
ご
い

ね
、
次
は
最
優
秀
賞
を
目
指

そ
う
」
と
発
破
を
か
け
ら
れ

た
。３

人
は
「
感
覚
や
経
験
則

で
な
く
、
数
値
で
勝
敗
を
予

測
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
精
度

を
高
め
た
い
」
と
意
欲
を
燃

や
し
て
い
る
。

経
済
学
部
の
「
学
外
特
別

研
修
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
）
」
の
発
表
会
が
１２
月
１３

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。

今
年
度
は
、
２３
人
が
２０
カ

所
の
研
修
先
で
就
業
体
験
を

行
っ
た
。
参
加
学
生
は
研
修

先
ご
と
に
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
用
い
て
研
修
内
容
や
成

果
を
報
告
。

受
け
入
れ
先
企
業
の
方
も

聴
講
に
訪
れ
る
な
か
、
「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
っ
た

こ
と
が
成
長
で
は
な
く
、
そ

れ
を
今
後
に
生
か
す
こ
と
が

成
長
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
か

ら
の
学
生
生
活
を
頑
張
り
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
報
告
さ

れ
た
。

首
都
圏
で
広
告
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
４
大
学

（
専
修
、
駒
澤
、
上
智
、
日

本
）
の
学
生
有
志
に
よ
る「
第

２０
回
大
学
生
意
識
調
査
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
２

０
１
４
」
に
、
経
営
学
部
・

石
崎
徹
ゼ
ミ
３
年
次
生
の
依

田
莉
那
さ
ん
、
別
府
菜
々
美

さ
ん
、
内
田
翼
さ
ん
の
３
人

が
参
加
。
大
学
を
超
え
て
集

ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
と
も

に
、
８
カ
月
に
わ
た
っ
て
調

査
・
研
究
活
動
を
行
っ
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
協
賛

で
あ
る
公
益
社
団
法
人
東
京

広
告
協
会
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
大
学
生
が
立
案
・
調

査
・
精
査
を
行
う
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
大
学
生
と
日

本
」
。
４
大
学
の
学
生
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
。
１
１
２
６
票
を
回
収

し
、
う
ち
８
０
０
票
を
対
象

に
考
察
を
加
え
、
「
進
撃
の

日
本
人
」
と
題
し
た
一
冊
の

調
査
報
告
書
に
ま
と
め
た
。

成
果
を
発
表
す
る
記
者
発

表
会
が
１２
月
３
日
、
東
京
の

銀
座
電
通
ビ
ル
で
行
わ
れ

た
。
「
大
学
生
の
９
割
以
上

が
今
の
日
本
が
好
き
。
～
０１

年
に
比
べ
、
９
ポ
イ
ン
ト
の

増
加
～
」
「
大
学
生
の
約
９

割
が
２
０
２
０
東
京
五
輪
開

催
を
歓
迎
～
さ
ら
に
、
大
学

生
の
６
割
は
来
日
す
る
外
国

人
と
交
流
し
た
い
！
～
」

「
世
界
に
通
用
し
た
い
と
は

思
う
が
…
自
信
が
な
い
人
は

約
８
割
」
な
ど
、
６
つ
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
報
告
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

３
年
次
生
の
必
修
演
習
科
目

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
発
表

会
が
１２
月
２１
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
学
生

た
ち
は
学
内
外
か
ら
の
来
場

者
に
対
し
、
１
年
間
の
活
動

の
成
果
を
熱
心
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。

今
年
度
は
２６
チ
ー
ム
が
ポ

ス
タ
ー
や
制
作
物
を
展
示
。

障
が
い
者
が
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
を
安
全
に
移
動
す
る
た
め

の
道
案
内
ツ
ー
ル
を
開
発
し

た
吉
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、

人
間
の
手
の
動
き
と
ロ
ボ
ッ

ト
の
動
き
を
リ
ン
ク
さ
せ
た

直
観
操
作
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
成

し
た
石
原
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
、
特
色
あ
る
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
ゲ
ー
ム
な
ど
が
発

表
さ
れ
た
。
こ
の
模
様
は「
か

わ
さ
き
ワ
ン
セ
グ
」
（
福
冨

・
佐
竹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
が

生
放
送
で
ス
ト
リ
ー
ム
配
信

し
た
。

ま
た
、
２
月
７
、
８
日
に

は
同
学
部
の
学
生
有
志
に
よ

る
学
外
展
示
会
「
コ
ウ
サ
展

２
０
１
５
」
が
日
本
科
学
未

来
館
（
東
京
都
江
東
区
）
で

開
催
さ
れ
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

・
綿
貫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ

ン
バ
ー
が
考
案
し
た
企
画
が

学
生
Ｉ
Ｔ
コ
ン
テ
ス
ト
（
主

催
・
神
奈
川
情
報
サ
ー
ビ
ス

産
業
協
会
）
で
入
賞
し
た
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
大
学

生
、
大
学
院
生
、
専
門
学
校

生
を
対
象
に
Ｉ
Ｔ
業
界
の
未

来
を
創
造
す
る
斬
新
な
ア
イ

デ
ア
を
発
表
す
る
場
。
応
募

３７
作
品
（
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

１０
点
、
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
２７

点
）
の
中
か
ら
９
作
品
が
選

ば
れ
、
１１
月
２７
日
に
横
浜
市

の
ク
イ
ー
ン
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
最
終
選
考
会
・
発
表
会
が

開
か
れ
た
。

参
加
し
た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
メ
ン
バ
ー
は
、
岩
城
弘

祐
さ
ん
、
根
来
祐
輝
さ
ん
、

平
子
昌
仁
さ
ん
、
弘
中
聡
一

さ
ん
の
３
年
次
生
４
人
。

水
の
節
約
の
た
め
の
水
量

セ
ン
サ
ー
を
考
案
。
各
家
庭

の
水
道
の
蛇
口
に
付
け
、
グ

ラ
フ
表
示
に
よ
っ
て
「
み
え

る
化
」
し
、
各
家
庭
で
水
不

足
を
認
識
し
て
も
ら
う
の
が

狙
い
。

２
０
１
４
年
の
日
本
の
夏

は
、
水
害
の
方
が
話
題
に
な

っ
た
が
、
「
世
界
的
に
見
る

と
水
不
足
が
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
着
目

し
た
」
と
岩
城
さ
ん
。
岩
城

さ
ん
は
組
み
込
み
技
術
、
ほ

か
の
メ
ン
バ
ー
３
人
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
技
術
が
専
門
、
双

方
の
技
術
を
合
わ
せ
た
提
案

と
な
っ
た
。

約
１０
分
間
の
発
表
の
あ

と
、
家
庭
で
の
使
用
の
可
能

性
な
ど
た
く
さ
ん
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
神
奈
川

工
科
大
学
の
大
学
院
生
の
作

品
が
最
優
秀
賞
。
綿
貫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
ベ
ス
ト
３
に
は

選
ば
れ
な
か
っ
た
も
の
の
唯

一
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
作
品
と

し
て
評
価
さ
れ
た
。

「
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を

社
会
に
広
く
発
信
し
て
い
く

の
が
社
会
知
性
の
開
発
だ
」

（
綿
貫
教
授
）
と
の
考
え
を

実
践
し
た
発
表
と
な
っ
た
。

昨
夏
、
海
外
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活

動
中
に
撮
影
し
た
学
生
の
写

真
展
が
１
月
７
日
か
ら
２１
日

ま
で
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９

号
館
ア
ト
リ
ウ
ム
で
開
催
さ

れ
力
作
１０
点
が
並
ん
だ
。
写

真
は
経
済
学
部
国
際
経
済
学

科
の
専
門
科
目
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
論
」

（
狐
崎
知
己
教
授
）
を
受
講

し
、
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
中
国
、
メ
キ
シ
コ
で

の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
に
参

加
し
た
学
生
１０
人
が
撮
影
。

現
地
の
子
ど
も
た
ち
の
表

情
、
地
域
の
様
子
な
ど
を
カ

メ
ラ
で
切
り
取
っ
た
。

同
科
目
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
関

す
る
理
論
と
事
前
研
究
の
あ

と
、
夏
期
休
暇
中
に
本
学
の

補
助
金
を
得
て
、
地
域
づ
く

り
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
。
途

上
国
の
人
々
の
自
立
に
役
立

つ
効
果
的
な
国
際
協
力
の
在

り
方
を
考
え
る
。

イ
ン
ド
南
部
バ
ン
ガ
ロ
ー

ル
な
ど
で
２
週
間
、
マ
イ
ク

ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
貧
困
層

向
け
の
小
口
金
融
の
総
称
）

の
現
場
を
訪
ね
る
ツ
ア
ー
に

参
加
し
た
鈴
木
奏
子
さ
ん

（
経
済
３
）
は
一
眼
レ
フ
カ

メ
ラ
を
携
え
た
。

「
狐
崎
先
生
か
ら
現
地
の

人
と
目
線
を
同
じ
に
し
て
話

を
聞
く
こ
と
が
大
切
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
撮
影
も
そ
の
姿

勢
を
心
が
け
ま
し
た
」。あ
ど

け
な
い
少
女
の
顔
や
車
座
に

な
っ
て
会
議
を
す
る
女
性
た

ち
の
姿
を
と
ら
え
て
い
る
。
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▲

記
者
発
表
会
で
成
果
を

報
告
す
る
依
田
さ
ん

３人が参加し、調査・研究

地
域
産
業
研
究

経
済
学
部
・
遠
山
ゼ
ミ

法
学
部
ゼ
ミ
連
論
集
表
彰

４大学学生有志の「ＦＵＴＵＲＥ２０１４」

知
的
財
産
活
用
ア
イ
デ
ア
全
国
大
会

加
川
さ
ん
が
最
優
秀
賞

車
載
型
ペ
ッ
ト
ロ
ボ
ッ
ト
を
提
案

経営学部・石崎ゼミ

▶

加
川
さ
ん
（
中
央
）

と
津
本
さ
ん
（
左
）、

宮
本
さ
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
・
綿
貫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

神
情
協
Ｉ
Ｔ
コ
ン
テ
ス
ト

▶

プ
レ
ゼ
ン
す
る
原
さ
ん
（
左
）と
菅
野
さ
ん
（
２
年
次
）

「
水
量
計
測
プ
ロ
グ
ラ
ム
」入
賞

解析ソフトコンクールで佳作
ＭＬＢ打者の「強さ」数値化

文
学
部
・
川
上
隆
志
ゼ
ミ

育む育む育む

『
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
』第
９
号
刊
行

▲

「
働
く
こ
と
」と
私

人間科学部・岡田ゼミ

▲ 最新号を手に笑顔のゼミ生たち

▶

左
か
ら
平
子
さ
ん
、
岩
城
さ
ん
、
綿
貫

教
授
、
根
来
さ
ん
、
弘
中
さ
ん

知力知力知力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

▲ ＡＲ技術を用いた制作物を展示した

吉田プロジェクト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

２６
チ
ー
ム
が
展
示

▶

左
か
ら
八
田
さ
ん
、
小
川
さ
ん
、
北
條
さ
ん

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科

マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
３２
人
参
加

国際協力の在り方考える
スタディーツアー写真展も

▲ 力作を前に狐崎教授（中央）を囲んで。左から５人目が鈴木さん

国際経済学科「ＮＧＯ論」

▲ 人文・ジャーナリズム学科の発表会

▲ 経済学部の発表会

経
済
・

２０
カ
所
に
２３
人










Ｃ
版
Ｍ
版
Ｙ
版
親
版



2

月

21

日






（６）２０１５年（平成２７年）２月１５日＜受験生特集＞ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５３３号（７）







